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「星野君の二塁打」の初出版と定本版の比較 
 

初出版：『少年』（1947 年 8・9 月号） 定本版：『日本文学選』新潮社(1956 年) 

１ 

あたりそくないの小さなフライが、フラフラと

遊撃手のあたまの上をこえて、もうれつな勢いで

突っこんでくる左翼手の一メートルばかり前に

ポトリと落ちた。思いがけないテキサス・リーガ

ーである。 

 Ｒ中学の応援団はわき立った。 

 

 

 一回に一点、二回に一点を獲得して、二点のリ

ードで敵Ｔ中学を無得点におさえてきたから、九

回の表で、Ｒ中学は一挙にその二点を取りもどさ

れて同点に追いこまれていた。こうなると、Ｒ中

学の選手たちは、追われるものの心ぼそさを感じ

ないわけにはいかなかった。延長戦に持ちこまれ

そうだ――みんなが、そういう不安をいだきはじ

めていた。 

 

 そこへ、九回の裏ラスト・インニングのトップ

打者二番の山本君が、テキサスとはいえ、とにか

く安打で一塁へ出たのだ。応援団が色めき立った

のもむりはなかった。 

 よし、ここで一点、それで勝敗はきまるのだ。

Ｒ中学の選手たちの顔は一度に明かるくなった。

もう十分か十五分のうちに、ながくあこがれてい

た甲子園出場の夢を実現することができるかも

知れないのだ。 

 三番打者、投手の星野が、さきの方、四分の三

ほどを黒くぬった愛用のバットをさげてボック

スへはいろうとした。だが、そのとき伝令がきて、

かれはベンチへよばれた。 

 一塁ではランナーの山本が足をそろえて、ピョ

ン・ピョンとはねている。足ならしをして、盗塁  

１ 

当たりそこないの飛球が、ふらふらと遊撃手

（ユウゲキシュ）の頭上をこえていった。左翼手

（サヨクシュ）が、もうれつな勢いでつっこんで

きた。だが、球は、その一メートルばかり前にポ

トリと落ちた。 

Ｒ町の応援団（オウエンダン）は、「わあっ。」

と、わきたった。 

まったく、拾いもののヒットである。 

Ｒ町の少年野球団、Ｒクラブは、一回に一点、

二回に一点を入れて、二点の勝ちこしのまま、あ

い手の、Ｔ市少年野球団、Ｔクラブを六回まで無

得点におさえてきた。ところが、七回の表に、一

挙、その二点を取り返され、同点に追いこまれて

しまった。こうなると、Ｒクラブの選手たちは、

追われる者の心ぼそさを感じないわけにはいか

ない。延長戦に持ちこまれそうな不安をいだきは

じめていた。 

 そこへ、七回のうら、Ｒクラブの最後の攻撃（コ

ウゲキ）で、最初の打者、岩田が、安打で一塁（イ

チルイ）に出たのだ。応援団が色めきたったのも

無理はない。 

 よし、こゝで一点。その一点で、勝敗がきまる

のだ。Ｒクラブの選手たちの顔は、急に明かるく

なった。郡内少年野球の選手権大会の、出場チー

ムになることができるかもしれない。 

 

 八番打者、投手の星野が、先のほうを四分の一

ほど黒くぬった愛用のバットをさげて、バッター

ボックスへはいろうとした。だが、その時、伝令

が来て、かれはベンチへよばれた。 

 一塁では、ランナーの岩田が足をそろえて、ぴ

ょん、ぴょんと、はねている。足ならしをして、
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のじゅんびをしているのだ。 

 星野は、それをちょっと見て、ベンチへいった。

キャプテンの大川と監督の今井先生とが、かれを

待っていた。 

「星野、山本をバントで二塁へ送ってくれ。杉本

に打たせて、どうしても確実に一点かせがなきゃ

ならないから。」 

 今井先生は正面から星野の目を見て、ハッキ

リ、そういった。 

 先生がそういうのもむりはなかった。きょうの

星野はピッチングの方はかなり上出来だったが、

打者としてはふるわなかった。四球が一つ、三振

が二つという不景気な成績だ。――だが、星野は

がんらいよわい打者ではなかった。あたればそう

とうなおお物をかっ飛ばす方だった。だから、か

れはこの四回目のアット・ボックスで、名誉挽回

（ばんかい）をしてやろうと、ひそかに張りきっ

ていたのだ。こんどは、きっとあたる。なんとな

く、そういう予感もしていた。それだけに、かれ

は、今井先生の言葉にたいして、「はい。」とい

うすなおな返事がしにくかった。 

「打たしてください。こんどは打てそうな気がし

ているんです。」 

「気がしているくらいのことをたよりにして作

戦を立てるわけにはいかないよ。ノー・ダンなん

だから、ここは正攻法でいくべきだよ――わかっ

たな。さァ、みんなが待ってる。」 

 

 ぐずぐずしているわけにはいかなかった。 

「はァ。」 

 あいまいな返事をして、星野が引きかえすうし

ろから、キャプテン大川のひくい声が追っかけて

きた。 

「たのんだぞ、星野。」 

 星野は明かるい、すなおな少年だった。人の意

見と対立して争うようなことはこのまなかった。

走塁の準備をしているのだ。 

 星野は、それをちらっと見て、ベンチへ行った。

キャプテンの喜多と、監督（カントク）をしてい

る大学生の別府さんが、かれを待っていた。 

「星野、岩田をバントで二塁へ送ってくれ。氏原

に打たせて、どうしても確実に一点かせがなけれ

ばならないから。」 

 別府さんは、正面から星野の目を見て、はっき

りと言った。 

 別府さんがそういうのも無理はなかった。きょ

うの星野は、投手としてはかなりできがよかった

けれども、打者としては、ふるわなかった。投手

ゴロ一つ、三振（サンシン）一つ、という不景気

な成績だ。だが、星野は元来、弱い打者ではなか

った。当たれば相当な大ものをかっ飛ばすほうだ

った。だから、かれは、この三回めの打撃で、名

誉（メイヨ）を回復しようと、ひそかに張りきっ

ていたのだ。今度は、きっと当たる。なんとなく、

そういう予感を持っていた。それだけに、かれは、

別府さんのことばに対して、「はい。」と、すなお

な返事がしにくかった。 

「打たしてください。今度は、打てそうな気がす

るんです。」 

「『打てそうな気がする』くらいのことで、作戦

を立てるわけにはいかないよ。ノーダンなんだか

ら、こゝは、正攻法でいくべきだ。わかったな。

さあ、みんなが待っている。しっかり、やってく

れ。」 

 ぐずぐずしているわけにはいかなかった。 

「はあ。」 

 あいまいな返事をして、星野が引き返すうしろ

から、キャプテン喜多の低い声が、追っかけてき

た。 

「たのんだぞ。星野。」 

 星野は、明かるい、すなおな少年だった。人の

意見にさからって、争うようなことは、このまな



140 
 

しかし、きょうのバントの命令だけは、どうして

も、服しにくかった。安打が出そうな気がしてな

らないのだ。それも、二塁打か三塁打になりそう

な気が、しきりにするのだ。バントのギセイ球で、

アウトを一つとるのは、もったいない気がする。 

 だが、野球の試合で、監督の命令にそむくこと

はできない。自分の意見をよく話して、今井先生

に賛成していただくひまがないのが残念なだけ

だ。 

 星野は、今井先生の作戦どおり、バントで山本

を二塁へ送るつもりで、ボックスにはいった。 

 

 

２ 

 ランナーの山本は二塁手だった。そして、足の

早い選手とはいえなかった。だから、できるだけ

塁からリードして、走塁に有利な態勢を取ろうと

した。 

 Ｔ中学の投手は、なかなか投げない。バッテリ

間のサインは、よういにきまらない。 

 

 

 

 そのあいだに、ランナーは少しずつ塁からはな

れはじめた。ああ、少し出すぎた。バッター・ボ

ックスにいる星野がそう思うのと同時に、敵の投

手は一塁へケンセイ球を送った。速い球だ。あぶ

ない。 

 山本は砂けむりをあげて、すべりこんだ。 

 塁審は、たなごころを下にして、両手をひろげ

ている。セ－フ！ 

 あぶなく助かったのだ。 

 一塁のコーチャーが、おお声でランナーに何か

いっている。 

 山本の張りきった動作を見ているうちに、星野

の打ちたい気もちが、また、むくむくとあたまを

かった。しかし、きょうのバントの命令にだけは、

どうしても服しにくかった。安打が出そうな気が

してならないのだ。バントのぎせい打でアウトに

なるのは、もったいない気がする。 

 

 だが、野球の試合で、監督の命令にそむくこと

はできない。星野は、別府さんの作戦どおり、バ

ントで岩田を二塁へ送るつもりでバッターボッ

クスにはいった。 

 

 

 

 

２ 

 Ｔクラブの投手は、なかなか投げない。バッテ

リー間のサインは、しんちょうをきわめた。 

 やっと、サインがきまって、投手がプレートを

ふんだ。 

 ランナーの岩田は足の速い選手ではなかった。

だから、なるべく塁からはなれて、走塁に有利な

態勢を取ろうとした。 

 投手は、ランナーのほうにも、じゅうぶん、注

意をはらっている。 

 ランナーは、じりじりと、塁をはなれはじめた。 

 あっ、少し出すぎた……。バッターボックスに

いる星野がそう思うのと同時に、投手は一塁へ矢

（ヤ）のようなたまを送った。あぶない。岩田は、

すなけむりをあげて、塁へすべりこんだ。 

 塁しんは、手のひらを下にして、両手をひろげ

ている。セーフ！ あぶなく助かったのだった。

一塁のコーチャーが、おゝ声でランナーに何か言

っている。 

 

 

 岩田の張りきった動作を見ているうちに、星野

の打ちたい気もちが、また、むくむくと頭をもた
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もたげてきた。「打てる。きっと打てる。確実に

ヒットが打てさえすれば、むりにバントをするに

は及ぶまい。」かれは姿勢を少しかえた。心もち

マタを大きく開いて、ひだり足を、ちょっと、う

しろへ引いた。 

 とたんに、敵の投手が第一球を投げこんでき

た。星野は、あやうくつられそうになってぐっと、

こらえた。外角を遠くはなれたボールだった。 

 

 第二球！ 高めの直球。星野のバットは、大き

くスイングした。 

 あたった。バットのましんにミートした球は、

カーンと澄んだ音を立てて、二塁と遊撃のあいだ

をぬくライナー性のクリーン・ヒットとなった。

中堅手が転々する球を追って、やっと、とらえた。

そのまに、ランナーは、二塁、三塁。 

 ヒット！ ヒット！ 二塁打だ。 

 Ｒ中学の応援団は総立ちになった。ぼうしを投

げあげる気の早い生徒もある。 

 ボールは、やっと、投手のグローブに返った。 

 星野は、二塁の上に直立して、両手を腰にあて

て、場内を見まわした。 

 だが、このとき、星野は、今井先生が、ベンチ

から、にがい顔をして、かれの方を見ていること

には気がつかなかったのである。 

 それはともかく、星野の一撃はＲ中学の勝利を

決定的にした。四番打者の杉本が右翼に大飛球を

あげてそのギセイによって、山本がゆうゆうとホ

ーム・インしたからである。 

 Ｒ中学の甲子園出場は確定し、星野三郎はこの

試合の英雄になつた。 

 

 

３ 

 甲子園の全国中等優勝野球大会の日どりはさ

しせまっていた。だから、Ｒ中学のティームは、

げてきた。 

 ――打てる。 

 きっと打てる。 

 確実にヒットが打てさえすれば、無理にバント

するにはおよばない。 

 かれは、しせいを少し変えた。心もち、またを

大きく開いて、ひだり足を、ちょっと、前へ出し

た。とたんに、投手が第一球を投げこんできた。

予想どおりのつりだま。しかし、星野の最もすき

な近めの高い直球……。 

 星野は、大きくふった。 

 当たった……。バットのまん中に当たったボー

ルは、ぐうんと延びて、二塁と遊撃の間をぬくあ

ざやかなヒットになった。中堅手（チュウケンシ

ュ）が、転々するボールを追って、やっと、とら

えた。そのまに、ランナーは、二塁、三塁。 

 ヒット！ ヒット！ 二塁打だ。 

 Ｒ町の応援団は総だちになった。ぼうしを投げ

あげる気の早い者もある。 

 ボールは、やっと、投手のグローブに返った。 

 星野は、二塁の上に直立して、両手をこしに当

てて、場内を見まわした。だが、この時、星野は、

別府さんがにがい顔をして、ベンチからかれのほ

うを見ていることには、気がつかなかった。 

 

 星野の一撃は、Ｒクラブの勝利を決定的にし

た。九番打者の氏原が、右翼に大飛球をあげ、そ 

れがぎせい打になって、岩田がホームインしたか

らである。 

 Ｒクラブの郡内野球選手権大会出場は確定し、

星野仁一は、この試合の英雄となった。 

 

 

３ 

 郡内少年野球選手権大会の日どりは、さしせま

っていた。だから、星野たちのチームは、自分の
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自分たちの地区からの出場権を確立した試合の

翌日も、練習を休まないことになっていた。選手

たちは規定の午後一時にあつまって、やくような

太陽の下で、肩ならしのキャッチ・ボールをはじ

めていた。 

 そこへ、監督の今井先生が姿をあらわした。選

手たちは、先生のまわりにかけあつまって、てん

でにぼうしをぬいで、あいさつをした。 

 キャプテンの大川は、いつものとおり、先生が

シート・ノックをはじめるものと思ってバットを

取りにいこうとした。だが、先生はそれをとめた。 

 

「大川君、ちょっと待ちたまえ。少し話がある。

みんなも、ここへ、まるくすわってくれないか。」 

 先生は少し歩いて、大きなしいの木のかげにあ

ぐらをかいた。 

 選手たちも、先生にむかいあって、それぞれの

位置に同じように、あぐらをかいた。半円をえが

いて、先生をかこんだ形になった。 

「諸君、きのうはありがとう。おかげで、ぼくら

も待望の甲子園へゆけることになった。おたがい

に喜んでいいと思う。――ところで、きょうは、

昨日の諸君の善戦にたいして心からお礼をいう

というあいさつをしたいところなんだが、ぼくに

は、どうも、そういいきれないんだ。」 

 補欠もいれて十五人の選手たちの目は熱心に

先生の顔を見つめている。先生の重々しい口調

（くちょう）の底に何かよういならないものがあ

ることを、だれもがハッキリ感じたからである。 

 先生はポケットからタバコをだして、ゆっくり

とライターで火をつけた。それから深くけむりを

すいこんで静かに言葉をつづける。 

 

「ぼくが、監督に就任するときに、君たちに話し

た言葉は、みんなおぼえていてくれるだろうな。

ぼくは、君たちがぼくを監督として迎えることに

地区からの出場権をかくとくした試合のあくる

日も、練習を休まなかった。選手たちは、定めら

れた午後一時に、町のグラウンドに集まって、焼

けつくような太陽の下で、かたならしのキャッチ

ボールをはじめた。 

 そこへ、監督の別府さんがすがたを現わした。

選手たちは、別府さんのまわりに集まって、めい

めい、ぼうしをぬいで、あいさつをした。 

 キャプテンの喜多は、いつものとおりに、打撃

の練習をはじめるものと思って、バットを取りに

行った。別府さんは、喜多からバットを受け取る

と、 

「みんな、きょうは、少し話があるんだ。こっち

へ来てくれないか。」 

と言って、大きなカシの木かげに行って、あぐ

らをかいた。 

 選手たちは、別府さんのほうを向き、半円をえ

がいて、あぐらをかいた。 

 
「みんな、きのうは、よくやってくれたね。おか

げで、R クラブは待望の選手権大会に出場できる

ことになった。おたがいに喜んでいいと思う。と

ころで、きのうのみんなの善戦に対して、心から

の祝辞を述べたいのだが、ぼくには、どうも、そ

れができないのだ。」 

 補欠も入れて十五人の選手たちの目は、じっと

別府さんの顔を見つめている。別府さんの重々し

い口調（クチョウ）の底に、何か容易ならないも

のがあることを、だれもがはっきり感じたからで

ある。 

 別府さんは、ひざの上に横たえたバットを、両

手でゆっくり回していたが、それをとめて、静か

にことばを続けた。 

「ぼくが、監督に就任するときに、君たちに話し

たことばを、みんなは覚えてくれているだろう

な。ぼくは、君たちがぼくを監督としてむかえる
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賛成なら就任してもいい。校長からたのまれたと

いうだけのことではいやだ。そうだったろう。大

川君。」 

 大川は、先生の顔を見て強く、うなずいた。 

「そのとき、諸君は喜んで、ぼくを迎えてくれる

といった。そこで、ぼくは野球部の規則は諸君と

相談してきめる、しかし、一たんきめた以上は厳

重にまもってもらうことにする。また、試合のと

きなどに、ティームの作戦としてきめたことは、

これに服従してもらわなければならないという

話もした。諸君は、これにも快く賛成してくれた。

その後、ぼくは気もちよく、諸君と練習をつづけ

てきて、どうやら、ぼくらの野球部も、少しずつ

力がついてきたと思ってる。だが、きのう、ぼく

はおもしろくない経驗をしたのだ。」 

 

 ここまできいた時、星野三郎は、あるいは自分

のことかなという気がしてきた。なるほど、ぼく

は、きのうバントを命じられたのに勝手にヒッテ

ィングに出た。ティームの統制をやぶったことに

はなるかも知れない。しかし、その結果は、かえ

って、わるくなかったはずだが････かれは、どう

したって、自分がしかられるわけはないと、思い

かえした。 

 

 そのとたんに、先生はすいかけのタバコをぽん

と、すてた。そして、ななめ右まえにすわってい

る星野の顔を正面から見た。 

「まわりくどいいい方はよそう。ぼくは、きのう

の星野君の二塁打が気にいらないのだ。バントで

山本君を二塁へ送る。これがあのときティームで

きめた作戦だつた。星野君は不服らしかったが、

とにかくそれを承知したのだ。いったん承知して

おきながら、勝手にヒッティングに出た。小さく

いえば、ぼくとの約束をやぶり、大きくいえば、

ティームの統制をみだしたことになる。」 

ことに賛成なら、就任してもいい。町長からたの

まれたというだけのことでは、いやだ。そうだっ

たろう、喜多君。」 

 喜多は、別府さんの顔を見て、強くうなずいた。 

「そのとき、君たちは、喜んで、ぼくをむかえて

くれると言った。そこで、ぼくは、君たちと相談

して、チームの規則をきめたのだ。いったん、き

めた以上は、それを守るのが当然だと思う。また、

試合のときなどに、チームの作戦としてきめたこ

とには、絶対に服従してもらわなければならな

い、という話もした。君たちは、これにも快く賛

成してくれた。それで、ぼくも気もちよく君たち

と練習を続けてきたのだ。おかげで、ぼくらのチ

ームも、かなり力がついてきたと思っている。だ

が、きのう、ぼくはおもしろくない経験をしたの

だ。」 

 こゝまで聞いたとき、「これは自分のことか

な。」と、星野は軽い疑問をいだいた。けれども、

自分が、しかられるわけはないと、思い返さない

ではいられなかった。 

 ――なるほど、ぼくは、きのう、バントを命じ

られたのに、かってに、打撃に出た。それはチー

ムの統制を破ったことになるかもしれない。しか

し、その結果、ぼくらのチームが勝利を得たので

はないか……。 

その時、別府さんは、ひざの上のバットをコツ

ンと地面に置いた。そして、なゝめ右まえにすわ

っている星野の顔を、正面から見た。 

「回りくどい言い方はよそう。ぼくは、きのうの

星野君の二塁打が気に入らないのだ。バントで岩

田君を二塁へ送る。これがあのとき、チームでき

めた作戦だった。星野君は不服らしかったが、と

にかく、それを承知したのだ。いったん、承知し

ておきながら、かってに打撃に出た。小さく言え

ば、ぼくとの約束（ヤクソク）を破り、大きく言

えば、チームの統制をみだしたことになる。」 
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「だけど、先生、二塁打をぶっぱなしてＲ中学を

すくったんですから――。」 

 山本が口を出した。 

「いや、山本君のは結果論というやつだ。いくら

結果がよかったといって、統制をやぶったという

事実にかわりはないのだ。――いいか、諸君、野

球は、ただ勝てばいいのじゃないぜ。特に学生野

球は、からだをつくると同時に精神をきたえるた

めのものだ。団体競技として共同の精神を養成す

るためのものだ。自分勝手なわがままは許されな

い。ギセイの精神のわからない人間は、社会へ出

たって、社会を益することはできはしないぞ。そ

れに実際問題としても、あのとき星野君の打った

球のおかげで、ダブル・プレイでも食ったとした

ら、どうなったと思う。ワンヒット・ワンランの

チャンスもないのに、あの場あいヒッティングに

出るなんて、危険きわまるプレイといわなければ

なるまい。」 

 今井先生の口調が熱してきて、そのほほが赤く

なるにつれて、星野三郎の顔からは血の気がひい

ていった。 

 選手たちは、みんな、あたまを深くたれてしま

った。 

「星野君はいい投手だ。おしいと思う。しかし、

だからといって、ぼくはティームの統制をみだし

たものをそのままにしておくわけにはいかない。

罪にたいしては制裁を加えなければならない。

――」 

 そこまできくと、思わず一同は顔をあげて先生

を見た。星野だけが、じっとうつむいたまま、石

のように動かなかった。 

「ぼくは、星野君の甲子園出場を禁じたいと思

う。当分、謹慎（きんしん）していてもらいたい

のだ。そのために、ぼくらは甲子園の第一予戦で

負けることになるかも知れない。しかし、それは

やむを得ないこととあきらめてもらうより仕方 

「だけど、二塁打を打って、Ｒクラブを救ったん

ですから。」 

 と、岩田がたすけ船を出した。 

「いや、いくら結果がよかったからと言って、統

制を破ったことに変わりはないのだ。……いい

か、みんな、野球は、たゞ、勝てばいいのじゃな

いんだよ。健康なからだをつくると同時に、団体

競技として、協同の精神を養うためのものなの

だ。ぎせいの精神のわからない人間は、社会へ出

たって、社会を益することはできない。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 別府さんの口調が熱してきて、そのほおが赤く

なるにつれて、星野仁一の顔からは、血の気がひ

いていった。選手たちは、みんな、頭を深くたれ

てしまった。 

 

「星野君はいい投手だ。おしいと思う。しかし、

だからと言って、ぼくはチームの統制をみだした

者を、そのまゝにしておくわけにはいかない。」 

 

 

 そこまで聞くと、思わず一同は顔をあげて、別

府さんを見た。星野だけが、じっとうつむいた

まゝ、石のように動かなかった。 

「ぼくは、今度の大会に星野君の出場を禁じたい

と思う。当分きんしんしていてもらいたいのだ。

そのために、ぼくらは大会で負けるかもしれな

い。しかし、それはやむを得ないことと、あきら

めてもらうよりしかたがない。」 
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がないのだ。」 

 星野はじっと涙をこらえていた。いちいち先生

のいうとおりだ。かれは、これまで、自分がいい

気になって、世の中に甘えていたことを、しみじ

み感じた。 

「星野君、異存（いぞん）はあるまいな。」 

 よびかけられるといっしょに、星野は涙で光っ

た目をあげて強く答えた。 

「異存ありません。」 

 今井先生を中心とした若い中学生の半円は、そ

のまま、しばらくくずれずにいた。 

はげしい太陽がひと気のないグラウンドをま

っしろに光らしている。  （おわり） 

星野は、じっと、なみだをこらえていた。 

 ――別府さんのことばは、一つ一つ、もっとも

だ。自分は、今までいい気になっていたのだ。 

かれは、しみじみと、そう思わないではいられ

なかった。 

「星野君、異存があったら、言ってくれたまえ。」 

 別府さんのことばに、星野は、なみだで光った

目をあげて、はっきりと答えた。 

「異存ありません。」 

 別府さんを中心とした少年選手たちの半円は、

しばらく、そのまゝ動かなかった。 

ぎらぎらする太陽の光線が、人かげのないグラ

ウンドに、白くはね返っていた。

※初出版は旧字体・旧かなづかいを新字体・現代かなづかいに改めています。

※下線部については、原作（定本版）と現行教科書のキーワード対照表を参照してください。


	本文_Part69
	本文_Part70
	本文_Part71
	本文_Part72
	本文_Part73



